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研究成果の概要（和文）： 研究成果は以下である。
1)ジェロントロジー研究者の協力を得て作成された生涯教育におけるジェロントロジー教育理論枠組を基に多様
な専門家の助言を得、生涯学習における社会関係資本創出のための教材開発を進めた。2)生涯学習におけるジェ
ロントロジー教育・研究関連の欧米の実践的プログラムの調査・研究・評価を基にその実践が高齢者の心身の健
康と社会関係資本にどのような影響を与えるか研究を進めた。3)日本の生涯学習に即したジェロントロジー教育
展開のため、UTSA実践プログラムを基にウェブページ作成上の問題等を考察した。4)UTSAの教育方法を基にH市
でジェロントロジー教育のためのワークショップを実施した。

研究成果の概要（英文）：The research results are as follows.
1) Based on the framework of the theory of geriatric education for geriatric education, which was 
created with the cooperation of gerontological researchers, we proceeded with the development of 
teaching materials for the creation of social capital in lifelong learning, with the advice of 
various experts. 2) Based on the survey, research and evaluation of practical programs related to 
research on gerontological education and lifelong learning in the US and Europe, we conducted 
research on how practice affects the physical and mental health of the elderly and social capital. 
3) In order to develop a gerontological education along with lifelong learning in Japan, we examined
 the problems of web page creation based on the UTSA practice program. 4) A workshop on education 
for the elderly was held in H city based on the teaching method of UTSA.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究は、人生90年時代の人生第4期というライフステージを想定した地域社会において、生涯学習でのジェロン
トロジー教育のプログラム開発を進め、生涯学習現場で役立てる方法とそのシステムを構築・展開する中で、柔
軟で多様な社会関係資本を地域に創出することである。具体的には、UTSAの協力を得、最新のジェロントロジー
の情報を収集し、本学教員の協力・共働の基、生涯学習場面で地域住民に分かりやすく翻訳・展開する手法を開
発し、UPennとの研究協力により多様な社会関係資本を地域に創出することであり、そこに本研究の学術的意義
がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 今日の世界は、「グローバル・エイジング」という歴史的な人口革命の入口に立たされている
（中嶋圭介,2005）。全世界で起こりつつある人口革命に対して、世界規模で取り組むため、国連
の第二回高齢者問題世界会議（2002）で、「全ての世代のための社会をめざして」というメイン
テーマで検討がなされ、世界の政策立案者に対し、高齢者と開発、高齢にいたるまでの健康と福
祉の増進、および望ましい状況の整備という三つの優先的課題について勧告がなされた。世界の
高齢化は、今後先進国のみならず開発途上国においても急激に進むことが予想されており、2050 
年までに高齢者人口が全世界で 4倍に増えると推計されている。したがって、高齢化の問題は、
今日、貧困の根絶に向けた戦略や、すべての開発途上国の世界経済への全面的参加を達成するた
めの努力との関連で考えることが重要であるとの認識に至っている。 
国連で採択された文書では、高齢化が単なる社会保障と福祉の問題ではなく、全般的な開発と
経済戦略の課題であるという新たな認識が示されており、そこでは、高齢化に対する肯定的なア
プローチを促進し、これと関連づけられるが否定的で典型的な考え方を克服する必要性が強調
されている。しかし、日本の教育的取り組みは、いまだ断片的である。この様な中で、現在、人々
が置かれている社会は、「知識基盤社会」と「知の爆発の時代」、「社会関係資本の再構築」とい
う三つのキーワードで示す事が可能となっている。「知識基盤社会」とは、社会のあらゆる領域
において新たなる知識・情報・技術の重要性が飛躍的に増大する社会であり、普段我々が見聞き
する科学に関する社会的諸問題（socio- scientific issues）について、思考し、判断し、意思決定
する高度な能力が要求される社会である。この様な社会においては、科学と技術とを切り離して、
科学のみを教えることは不自然であるとも指摘されている（Millar,R.& Osborne,J.,eds.,Beyond 
2000, King's College London, 1998）。「知の爆発の時代」とは、多量な情報や知識が次々と新し
く生み出される時代である。Luhmann（1993）的に表現すれば、客体の文化が持つ「複雑性」
を「縮減」し、主体の文化形成にかなうように変容させることを目指す戦略が必要となる。さら
に、今日人々の心身の健康ともかかわる社会関係資本（Putnam,2000）が急激に減少し(Miller 
McPherson 2006)、少子高齢社会においては、その再構築が望まれている。  
本研究では、最新のジェロントロジーに関わる情報を収集し、本学生活科学部教員の協力・共
働の下、生涯学習場面で地域住民にわかりやすく翻訳・展開する手法を開発・展開し、多様な社
会関係資本を地域に創出することをその目的とした。 
 
 
２．研究の目的 
 
研究の目的は、人生 90年時代の人生第４期というライフステージを想定した地域社会におい
て、生涯学習でのジェロントロジー教育のプログラム開発を進め、生涯学習現場で役立てる方法
とそのシステムを構築・展開する中で、柔軟で多様な社会関係資本を地域に創出することである。 
今日日本においては、一般高齢者向けの体系的なジェロントロジー教育はほとんど行われて
おらず、さらに、その教育により社会関係資本創出を想定し、新たなる肯定的高齢者像を創造す
る教育・研究もほとんど行われていない。 

 
本研究は大学と地域社会との共同・共働により、生涯学習の場面で、地域住民のために新鮮で
十分に吟味、加工されたジェロントロジーに関わる「情報」をその教育のプログラムを通じて提
供しようとするものである。ジェロントロジーに関わる教材は、生涯学習の場で役立てる方法と
そのシステムを構築・展開する中で、柔軟で多様な社会関係資源を地域に創出することである。
「社会関係資本創出を想定した生涯学習におけるジェロントロジー教育」（平成 28年~平成 30）
の研究において、教育プログラムの展開手法の開発研究を行い、NPO 法人サイバーシニアーズ・
ジャパンとの共働で高齢者の ICT 学習を試験的に実施し、プログラム展開への方向性を
University of Texas Health Science Center at San Antonioと UTSA East Asia Instituteの協
力のもとにその方向性を追求することである。 

 
具体的には、UTSA(University of Texas Health Science Center at San Antonio)の協力を得
て、最新のジェロントロジーに関わる情報を収集し、本学生活科学部教員の協力・共働の下、生
涯学習場面で地域住民にわかりやすく翻訳・展開する手法を開発・展開し、UPenn（The 
University of Pennsylvania）との研究協力で多様な社会関係資本を地域に創出することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
以下、本研究の方法である。  
 
１）．国内外のジェロントロジー研究者の協力を得て作成された生涯教育におけるジェロントロ
ジー教育理論の枠組みに基づき、医学、社会福祉学、社会学、教育学、老年学など各専門家の立
場からの総合的助言から、専門領域の大学教員、Ｈ市、地域活動を行うその住民との共同・共働



に基づき、共同研究者と共に日本向けの教育プログラムや教材開発システムを発展させ、生涯学
習における社会関係資本創出のためのジェロントロジー教育の教材開発を進める。  
 
２）．生涯学習における、ジェロントロジー教育研究が進んでいる欧米の実践的プログラムの調
査・研究の評価を基に、その実践が高齢者の心身の健康と社会関係資本にどのような影響を与え
るかアクションリサーチを用いて研究すると同時に、東アジアの動向とその教育が高齢者にど
のような影響をあたえるかを探る。  
 
３）．日本の生涯学習に即したジェロントロジー教育をさらに展開させるため、ジェロントロジ
ーの研究・教育実践が進んでいるアメリカのUniversity of Texas Health Science Center at San 
Antonio での研究と教育実践プログラムに基づき、ウェブページ作成上の問題等を専門家とと
もに調査・研究を進め、そこで得られた知見を考察、実際の大学のウェブページ上の展開につな
げる。  
 
４）．日米共同で開発研究した教材等を用いて、日米の研究メンバーにより日本で生涯学習プロ
グラムを学習者に提供し社会関係資本創出のための、ワークショップを実施する（The 
University of Pennsylvania の教員の特別講義を実施する予定を連絡済みである）。それと同時
に、日本における生涯学習カリキュラム開発システムを構築し、東アジアでの学習実践に向けた
研究協議を韓国、台湾、中国の研究者と行うことで（台湾、韓国の研究者との協力はすでに確認
済みである）、東アジアの高齢化の問題に対し教育・研究領域で共働し東アジアの高齢化に関わ
る教育に貢献する。  
 
５）．これまでの研究の成果によるジェロントロジー教育の理論に基づき、地域住民だれもが参
加できるジェロントロジー教育・実践空間を、University of Texas Health Science Center at 
San Antonio の協力を得、本学情報教育研究者との協議により大学のホームページ上で立ち上
げ、Linux の様な Open Source 的なアプローチを展開する。  
 
６）．さらに、University of Texas Health Science Center at San Antonio の協力を得て、医学・
看護教育ですでに利用されている iPad 等での教育方法を参考に、Ｈ市（すでに筆者が委員会の
委員長として共働している）で、日本での生涯学習のジェロントロジー教育のモデルを構築する。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の目的は、人生 90 年時代の人生第４期というライフステージを想定した地域社会で、
生涯学習におけるジェロントロジー教育のプログラム開発を進め、学習現場で有用な方法とそ
のシステムを構築・展開する中で、柔軟で多様な社会関係資本を地域に創出することである。具
体的には、UTSA(University of Texas Health Science Center at San Antonio)の協力を得、最
新のジェロントロジーに関する情報を収集し、本学生活科学部教員の協力・共働の基、生涯学習
場面で地域住民にわかりやすく翻訳・展開する手法を開発・展開し、多様な社会関係資本を地域
社会に創出することである。  
 
具体的研究実績概要は以下の通りである。  
 
１）国内外のジェロントロジー研究者の協力を得て作成された生涯教育におけるジェロントロ
ジーの教育理論枠組みに基づき、医学、社会福祉学、社会学、教育学、老年学等各専門家の総合
的助言を得、生涯学習における社会関係資本創出のためのその教材開発を進めた。 
 研究・開発された教材に関しては、研究費の関係から新たな研究費獲得後、ホームページへ掲
載する予定である。 
 
２）生涯学習におけるジェロントロジー教育・研究が進んでいる欧米の実践的プログラムの調
査・研究・評価に基づき、その実践が高齢者の心身の健康と社会関係資本にどのような影響を与
えるか研究を進めた。  
 この項目に関しては、韓国梨花女子大学との研究や台湾実践大学との共同研究を実施してお
り、韓国梨花女子大学での国際シンポジュウムにおいて“Images of Aging and 
Intergenerational Relationship”の研究報告を実施し、大きな評価を得た。 
 
３）日本の生涯学習に即したジェロントロジー教育展開のため、その研究・教育実践が進んでい
る UTSAの実践プログラムを基にウェブページ作成上の問題等を考察した。  
 この項目に関しては、高齢者対応のウェブページサイトであるため、高齢者に実際にウェブサ
イトにアクセスしてもらうことが重要であり、そこから様々な修正点や実験的研究の重要性が
指摘された。 
 



４）日米共同で開発研究した教材等を用いて、日米研究メンバーにより日本の生涯学習プログラ
ム提供のため、ワークショップ実施案の作成とその協議を東アジアの研究者と実施した。 
 この項目に関しては、台湾実践大学の鄭先生、韓国 Chungnam National University の Ju-
Hyun, Kim 先生との共同研究により実施され、各国での研究・開発が進んでいる。 
 
５）UTSAの協力を得、医学・看護教育で利用されている iPad 等での教育方法を参考に、Ｈ市
でジェロントロジー教育実現のためのワークショップを NPO 法人サイバーシニア―ズの協力を
得て実施し高い評価を得た。 
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